
４ 調査研究業務の概要 

平成 30 年度実施課題一覧 

 ①保健関係 

研究分野 研 究 課 題 名 研 究 概 要 研究期間 掲載頁

地域保健情報の解

析、評価及び活用

に関する研究 

国保データベースを

活用した地域包括ケ

アシステム構築に向

けた医療・介護需要

量予測モデルの開発 

福岡県では、「福岡県保健医療計画」、「福岡県高齢者

保健福祉計画」を策定しているが、平成30年度以降、３

年おきの見直しが必要となった。両計画の見直しに際し、

「療養病床」から生じる新たな医療又は介護のサービス

需要量について、整合性のある見積もりを行う必要があ

る。そこで、本研究では、当該見積もりにあたっての参

考資料として、過去の療養病床退院者に関して、レセプ

トデータに基づく実証的な医療又は介護のサービス量の

把握を行う。 

H30-R2 

年度 

P11

感染症の発生及び

食品の安全性確保

に関する研究 

種鶏等における食中

毒原因細菌に関する

汚染実態調査 

平成 30 年度は、先行研究（平成 27 年度―平成 29 年度）

で構築した調査研究体制に、新たに種鶏の食鳥処理場を

加えた研究体制を構築した。そして、検査材料（種鶏 274

検体、市販鶏肉 33 検体、食中毒患者の糞便等 187 検体）

を収集し、カンピロバクターやサルモネラ等の食中毒原

因細菌を分離した。また、腸管出血性大腸菌に関しては、

九州の各地方衛生研究所において現在使用している分子

疫学的手法を調査し、それぞれの手法について技術レベ

ルを維持することを目的に精度管理を実施した。 

H30-R2 

年度 

P15

 生鮮魚介類の喫食に

よる原因不明食中毒

事例における病因物

質（粘液胞子虫）を 

明らかにする研究 

平成29年度は、市販生鮮魚の粘液胞子虫汚染状況調査と

して、155検体（魚種：39種）を対象に遺伝子検査を行

ったところ、30検体（20%）で陽性となり、2種の魚種 

（2検体）から未知のクドア属と推定される塩基配列が

認められた。また、粘液胞子虫検出事例の情報集積とし

て、2事例の生食用生鮮魚喫食歴のある食中毒（疑い）

事例の患者糞便からの粘液胞子虫遺伝子の検出及びその

塩基配列決定を行った。 

H29- R1

年度 

P15

 ノロウィルス等のウ

ィルスを原因とする

感染症及び食中毒発

生予防、被害拡大防

止に関する研究 

ノロウイルス等による感染症及び食中毒発生を予防し、

被害拡大を防止するため、検出法を更新・改善し、正確

な検査の実施及び詳細な流行状況の把握を行う事を目的

とする。 

H30-R2 

年度 

P17

 人獣共通感染症に関

する病原体及び媒介

生物についての調査

研究 

平成 30 年度は、県内の植生マダニの生育状況調査および

野生動物付着マダニの採取調査を実施した。また、採取

したマダニについて SFTS ウイルス、紅斑熱群リケッチア

などの保有状況を調べた。 

H29- R1

年度 

P17
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